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2025年度 事業計画（案） 

1. 事業活動全般 

2025年度は「2025年中期 3ヶ年計画」の最終年度であり、仕上げの年となります。会員数が

1,000 社を超えた SIAA の現状と将来の姿を見据え、委員会活動や事務局の在り方も含め、イノ

ベーション（革新的、連続的）も意識しながら、次項の中計重点項目を中心に、積み残しが無い

よう、活動を進めていきます。 

また次期中期計画策定では、会員の皆様からの要望等も踏まえ、組織や活動内容等を幅広い視

点で議論していきます。 

中期 3ヶ年計画 

・ビジョン： 

SIAA は、抗菌、防カビ、抗ウイルス、抗バイオフィルムの多くの機能において消費者に安

心・安全・快適を提供します。具体的には、国内外の多数の加工製品メーカーが SIAA の会

員となっており、その製品には SIAAマークが表示されています。SIAAマークは、消費者の

皆さんにとって、ご購入やご使用の際の安心と安全の証となっています。 

・パーパス（存在意義） 

SIAAは、菌・ウィルス・カビなどに関する衛生について、消費者に安心・安全・快適を提供

します。 

・基本方針： 

1. SIAAマークが、消費者にとって、対象製品の安心と安全の証となるように、より信頼性を

向上させます 

2. SIAAマークの認知度や評価をより向上させ、会員企業の参加満足度を高めます。 

3. SIAAマークシステムを、グローバルで確立し、必要とされる海外地域に広げます。 

2. 重点活動計画（各番号は上記の基本行動方針に対応しています） 

1-1) 印刷カテゴリーの信頼性向上への取り組み 

紙印刷物の抗菌試験方法を継続検討し、まず定期的性能チェック制度に適用できる試験方法の

開発を優先します。更に試験所間での再現性等も確認し、試験方法の確立を目指します。 

また、印刷カテゴリーの中期計画を策定し、紙印刷物特有の課題整理とそれへの対応等も検討

します。 

1-2) 定期登録更新制度の導入 

2023 年度に「会員情報の定期更新及び法令遵守状況等の確認に関するマニュアル」を制定し、

この 2 年間で品質管理に係る情報提供や、OEM 先の SIAA マーク表示及び広告等の法令遵守状

況を確認しました。2025年度は、剤の適用法令の確認等も含め、対象とする範囲や確認頻度等を

見直します。 

1-3) 市場 SIAA登録製品の買い取り検査制度 

消費者からの更なる信頼性向上を目的として、市場からの製品買い取り検査を行ってきました。

2025年度は本制度の課題等を整理し、今後のあり方を検討します。 

1-4) 表示・訴求のコンプライアンス遵守 

薬機法や景表法への適切な対応を目的として、「加工製品の広告表記に関するガイドライン」を

制定し、従来から入会時の登録製品の広告等の確認や管理責任者講習会で啓蒙活動を進めてきま

した。2025年度もこれらの活動を継続すると共に、化学物質管理に係わる法令の説明等も検討し

ます。 
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1-5) カテゴリーの拡大 

2024年 7 月から開始した「抗バイオフィルム加工製品（付着抑制）」の登録制度に関し、登録

数を増やすよう検討を進めると共に、バイオフィルム加工製品のカテゴリー拡大に向けた議論を

加速します。具体的には、表面加工（加工剤添加無しでの付着抑制）や落とし易さ（バイオフィ

ルムが付着しても落とし易い）の検討を進めます。 

抗ウイルス製品は、これまで検討してきた難溶性抗ウイルス加工剤の評価方法（振とう法）に

関し、試験所間での再現性を確認し、登録制度の開始を検討します。 

抗アレル加工製品は、試験方法の細部を詰め、ISO 化への対応も進めます。認証制度や薬機法

への対応も更に具体化し、制度運用に向けて取り組みます。 

2-1) 認知度や評価の向上 

2024 年度に実施した広報活動に関するアンケート結果等を基に、SIAA 広報戦略*)を策定しま

した。その一つとして、「一般消費者に SIAAマークの意味を理解していただく」を挙げ、分かり

やすいキャッチコピーやその広告掲載等を検討します。 

また 2024年度と同様に SIAA抗菌の日（9月 9日）に、メディアを通じて SIAAに関する情報

を発信すべく進めます。メディアに取り上げられることで、認知度向上だけでなく、会員である

ことのメリットを実感していただき、会員満足度の向上も図ります。更に、SNSを活用した情報

発信に係わる検討チームを立ち上げ、具体的な活用方法を検討します。 

2-2) 参加企業の満足度を把握することの検討 

2024年度に会員の皆様からご要望のあった「SIAA会員が一堂に集う場」を設け、高評価だっ

たこともあり、2025年度も SIAA会員が一堂に集う場を設ける予定です。具体的には、会員が集

うフォーラムの開催を含め、会員同士の情報交換の場を検討します。 

更に、試験管理士制度の廃止に伴い中止となった試験管理士講習に代わり、技術情報を提供す

る機会として、「SIAA技術講習会」を開催します。希望する会員はどなたでも参加でき、試験方

法や技術の共有ができる場となるよう、企画します。 

また、2024年度に実施した会員の皆様へのアンケート結果（要望）等も踏まえ、SIAAとして

必要な施策を考え、会員がメリットを感じられるよう、今後のアクションに繋げます。 

3-1) グローバル視点での取り組み 

ISO/TC330（殺菌等に関する技術委員会）の国内審議団体（P メンバー）として、提案された

ISO化テーマに対し、日本の状況も踏まえて適切に対応すると共に、ISO/TC61（プラスチック）

国際会議へも参加します。 

また、APEC地域への抗ウイルス加工製品の試験方法（ISO 21702）と SIAAシステムの普及

を目的として、経済産業省の協力を得ながら APEC事業を推進します。 

3-2) SIAAシステムのグローバル化 

台湾での普及活動として、抗菌に興味を示している団体（TBMCA）等との関係を強化し、今後

の具体的な活動を検討します。また、中国及び韓国以外で抗菌のニーズがある候補国を選定し、

具体的な検討を進めます。 

2026年度から海外会員も定期的性能チェック制度の対象とする予定であり、まず中国会員に対

してその説明会を実施します。 

*)SIAA広報戦略： 

目指すところ：「会員に満足していただく」 

(1) 一般消費者に SIAAマークの意味を理解していただく（商品の価値向上） 

(2) 会員に有効な情報を発信する（会員であることのメリットを実感） 

(3) 委員会活動を広報でサポートする（委員会活動の効果的なアウトプット） 

以上 



2024年
予算額
（円）

2024年度
決済額

(円)

2025年度
予算額
（円）

比較増減

（A） （Ｂ） （C） （C-A）

年会費 150,600,000 133,315,984 131,200,000 △ 19,400,000 2024年度末会員数 1067社
国内 919　海外 148
（正会員 1042、賛助会員 11
特別会員 9、準会員 5）

2025年度入会見込 70社
国内 45　海外25

入会金 6,000,000 3,623,327 7,000,000 1,000,000 入会70社（国内 45、海外 25）

講習会収入 2,400,000 1,586,508 1,450,000 △ 950,000 管理責任者、SIAA技術講習会
総会 ・懇親会参加費
試験方法ＩＳＯ化収入
JIS改正原案作成収入
抗菌技能試験収入 1,040,000 1,040,000 試験参加費

寄付金収入

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ広告収入 1,440,000 1,440,000 1,440,000 0 12社

生命保険料返戻金

雑収入 3,738,742
160,440,000 143,704,561 142,130,000 △ 18,310,000

諸会議費 14,000,000 12,758,338 4,000,000 △ 10,000,000 総会,理事会、9月9日等
委員会活動費 45,250,000 40,181,997 62,100,000 16,850,000 別紙参照
業務委託費 22,960,000 22,861,782 18,680,000 △ 4,280,000 事務局人件費（5名）
旅費交通費 3,500,000 4,302,482 2,500,000 △ 1,000,000 事務局・講師交通費等
印刷費 4,600,000 3,389,868 3,350,000 △ 1,250,000 総会資料等印刷費、ｺﾋﾟｰ代
通信運搬費 500,000 376,362 375,000 △ 125,000 電話、郵送,HP接続料、
事務所費 8,000,000 8,361,390 8,350,000 350,000 事務局家賃
光熱水料費 550,000 466,766 450,000 △ 100,000 光熱水道料
備品費 700,000 524,800 530,000 △ 170,000 PC周辺機器、ｿﾌﾄ代、机等
修繕費 0 0
事務用品費 100,000 70,045 70,000 △ 30,000 文具代、ｺﾋﾟｰ用紙､封筒代等
租税公課 40,000 8,476,850 40,000 0
減価償却費 200,000 138,509 140,000 △ 60,000
福利厚生費 85,000 81,546 800,000 715,000 健康診断関係
厚生費 160,000 118,183 30,000 △ 130,000 表彰、報奨会員
図書費 115,000 153,164 150,000 35,000 新聞，学会誌，書籍代等
渉外費 800,000 655,003 755,000 △ 45,000 ﾌﾟﾗ工連等団体会費等
支払手数料 5,000,000 3,452,500 3,000,000 △ 2,000,000 商標､経費処理費等
特別活動費 0 0 顧問等活動費、特別企画費
試験方法ＩＳＯ化支出 0 0 抗バイオフイルム
抗菌技能試験支出 0 0
JIS改正原案作成支出 0 0
定期的性能チェック制度 14,000,000 16,866,364 16,000,000 2,000,000 預り分相殺済
ホームページ管理委託費 3,000,000 4,280,343 4,200,000 1,200,000
ホームページ改訂費 0 0

基準調査研究支出 0 0

ISO審議委員会 204,489 100,000 100,000

諸雑費 3,000,000 2,819,999 2,800,000 △ 200,000 事務局経費（販促品等含む）

貸倒損失 730,000 0 0
予備費 0
社会保険料 2,200,000 3,288,254 2,600,000 400,000 健康保険、厚生年金保険
保険料 3,363,709 1,628,924 1,630,000 △ 1,733,709 傷害保険、生命保険
為替差損
雑損失 9,408,088 9,400,000 9,400,000
法人税等 7,362,000 518,600 70,000 △ 7,292,000 利益96,000円以下

139,485,709 146,114,646 142,120,000 2,634,291

20,954,291 △ 2,410,085 10,000 △ 20,944,291
20,954,291 △ 2,410,085 10,000 △ 20,944,291次期繰越金

支出合計

支出の部

収入の部

一般社団法人　2025年度　収支予算案
（2025年4月1日～2026年3月31日）

備考

収入合計

収支差額



支出の部
2024年度
予算額
（円）

2024年度
決算額

(円)

2025年度
予算額
（円）

比較増減

（A） (Ｂ) （C） (C-A) 備 考

委員会活動費

中期計画戦略委員会 300,000 2,132,730 600,000 300,000

国際展開委員会 3,000,000 4,013,410 3,000,000 0

SIAA広報委員会 6,350,000 6,502,295 25,150,000 18,800,000

技術委員会 6,000,000 6,051,002 4,000,000 △ 2,000,000

制度運営委員会 5,000,000 5,000,000

安全性委員会 300,000 145,500 300,000 0

防カビ委員会 5,000,000 2,718,033 3,000,000 △ 2,000,000

抗ウイルス委員会 3,300,000 3,637,904 4,000,000 700,000

バイオフィルム標準化委員会 11,400,000 4,407,482 6,000,000 △ 5,400,000

抗アレル物質準備委員会 4,500,000 4,783,484 4,500,000 0

国際標準化委員会 600,000 1,439,371 2,050,000 1,450,000

印刷準備委員会 4,500,000 4,350,786 4,500,000 0

合　　　計 45,250,000 40,181,997 62,100,000 16,850,000

2025年度　委員会活動費　予算案
（2025年4月1日～2026年3月31日）


